
 

ニュースレター 

VVooll..8888  
  

  

  

  

  

  
  

      

 

         

   

  

   

 

 

 年度末となり、今年度の自主事業もあと IT講座のひとつを残すのみとなりました。さまざまな事

業を行ったあとに残るのは参加者の笑顔と快い疲れです。これらの経験を次の活動のエネルギーと

したいものです。 

 

 

 

 あきたパートナーシップが遊学舎の指定管理者となって今年で 5年

目。その間、職員一同懸命に運営管理に努めてきました。職員は心身

共に遊学舎と一体になっていたのではないかと思います。ですから、

５年でまた指定管理者に応募して審査を受ける、もしうまくいかなか

ったら…大変なプレッシャーでした。これまでの実績、新しい企画、

そしてみんなの祈りが通じて 2011年 4月から 5年間の指定管理者に選

定されました。 

 新たな 5年間は、これまで以上に私たちの力量が問われることになります。指定管理者に選定さ

れたことを喜ぶと共に、職員一同パワーアップしていきたいと思います。 

 

 

 

 

 2 月 6 日（日）13:30～16:00 遊学舎で開催。 

基調講演では、岩手県遠野市で廃校寸前の自動車学校に、合宿型講習

と農作業体験を組み入れたことによって、受講者が 3 倍以上になったこ

とが紹介されました。異業種と組むことで事業の幅が広がり利益にもつ

ながっているという内容でした。 

ＮＰＯ法人一里塚理事の笹村さんは、定年退職を機に、かねてより観

光と農業を一緒にした事業をやりたかったことや「農業生産法人」を目

指して頑張っていることを語りました。 

また、もみ殻を使った固形燃料の生産と販売に取り組んでいるモミガ

ラパワーの齋藤代表は、需要の見極めが大事と語ってくれました。 

コーディネーターは当法人の畠山副理事長が務め、「秋田にはまだま

だ発見されていない資源が豊富にあると思う。それに気づき県内外に発

信することで、秋田に元気が生まれ『秋田のちから』となるのではない

か…」と繋ぎました。（セミナー終了後、28 名の参加で交流会を行いました。） 
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遊学舎の指定管理者に選ばれました。 

 

 

コミュニティビジネスセミナー～起業を考えているあなたに～（秋田県との共催） 
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 今年度最後の IT 相談を 2 月 23 日（水）に行いました。今回は

3 名の参加者全員がホームページや、ブログに関する相談となり、

ブログの見た目の調整や掲載用の画像の加工、ホームページの新

規立ち上げや更新の方法について対応しました。 

 今年度は特にホームページを含むインターネットに関する相談

が多く、関心の高さをうかがわせます。 

 

 

  

 2月 8日（火）沖縄県沖縄市議会より議員の皆さんが 8名、行

政視察のために来館しました。遊学舎の施設運営や NPOなど市民

活動団体への中間支援施設としての充実した活用に感心され、秋

田にこのような施設があることを知らなかったと一様に驚き、か

つ感銘を受けたようでした。後日、視察したことを市行政に反映

させたいとのお礼状が届きました。 

 

 

 

 3月 1日（火）遊学舎サポートボランティアの研修交流会が行わ

れました。今回は 17名のボランティアが参加して、新聞紙で作る

エコバックの学習会と交流会、今後の活動についての意見交換な

どを行いました。 
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第 5 回おしゃべりナイトルーム 

第 7 回 IT相談 

沖縄から視察のため来館 

 2 月 23 日（水）18:30～20:30 第 5 回おしゃべりナイ

トルームを行いました。 

 すでに団体で活動している方や、市民活動に興味を持

ち、何かをしたいという個人の方などが集まりました。

どのようなことをしているのか、どんなことに興味をも

っているのかなど話し合い、情報交換をしました。 

 お互いに知らなかった、そうだったのか、といった新

鮮な情報もあり、「初めて会った人と話し合えて楽しか

った」「来年度もこの会を継続してほしい」との意見や

要望がありました。 

 持ち寄ったプッチーニかぼちゃを使った料理の試食で

は、レシピを教え合い、感想を話しました。かぼちゃを

提供した方からは、かぼちゃの皮の硬さが今後の課題だ

と話がありました。参加者は９人でした。 

ボランティア交流会 

持ち寄ったかぼちゃ料理 

盛り上がった話し合いが行われました 

視察中の皆さん 

新聞バック作成中 

ホームページの相談に対応中です 


